















































文庫所収） からもうかが 知る と できる。しかし、張岱が単な 遊冶郎の好事家でなかったこと 明朝の瓦解にあたり、節を曲げて清 仕えることな 、山に逃れて晩年の大著『石匱書 の編纂に専念したことからもわかる。この全二百二十巻に及ぶ巨編は、紀伝体の明史 あり、まさに 「史記」と言えよう。こう 歴史と政治に深い関心を持つ張岱の性格が、 『夢尋』 独自記事には濃厚に反映されている。　
岳飛を死に追いやった秦檜や、杭州の寺院や遺跡を冒涜した元僧楊連真伽などの所業に対しては口を極め 憤
一方で、岳飛や于謙といった身を捨 て国のために尽くした人物につ ては賛辞を惜しま い。また、文芸の尊重はつねに彼の思考 底流に流れており、なかんずく、蘇東坡の逸話・遺跡 つ ては そこここで言及 賈似道のような、通常批判的に語ら ることの多い人物であっても、 の文芸理解の高 によって、 れを弁護すというような場面もある。　
このように見てみると、 『夢尋』の魅力は、 『遊覧志』と較べてより簡便に西湖の名勝を概観できるということだ








を取り上げたのは、 『幽賞』がこれらとはまったく正反対の内容・性格を持つからであ 。その成立時期は万暦八年（一五八〇）で、 『遊覧志』よりも三十三年遅れ、 『夢尋』よりも三十一年早いが、その内容は以下に述べるようにまったく異なっている。　
前述のように、 『遊覧志』は各景勝地の歴史・由来などのデータを詳細 述べるのであるが 『幽賞』にはそうした










があるのか。それは一言で言えば、 「自分自身と西湖自身」というこ であり、そのことは題名の「幽賞」の意味とも密接に関わっていると筆者は考 る。　
西湖の景勝に立つ高濂は、目の前に広がる景観や景物を、まず第一に自分自身の視覚・聴覚、そして味覚などの
感覚を総動員して味わい、その結果を言葉で記述する。だから『幽賞』の本文には物事を形容す 語彙が頻出することになる。物事を形容する の主体はあくま も自分 身の、 わば素の心であって、過去の詩人といった、他者のフィルターを借りて景観に対す こと 、いくつかの事例を除いて、原則としてやらない。 して、見 主体








の心の奥深いところで、西湖の奥深い内部の真実を直観し それを記述すること 目的とし 。それが成就したとき、おそらく彼の心と西湖とは一体になっていたと思われる。　
高濂がその序文で、 「いつでも人が景観を心静かに味わえるということではない」という は、他者のフィルター
を通して西湖の外面を眺めているものは いつま たってもそ 真実を知ることはできない いう意味であろうし、また、 「心で理解すれば、素晴らしい景観の本当 妙趣を得ることができる」のであるから、実際に屋外 西湖を愛でるだけではなく 「夢の中の思いや、心だけ 飛んで行って楽しむこと」 も、高濂にとっては重要な鑑賞法となる。　
高濂は大著『遵生八箋』 編著者である。 『遵生八箋』は１清修妙論箋・２四時調摂箋・３起居安楽箋・４延年却










































































































にかかり、あるいは霞が木々の梢にまとわりつく。そのうちにもやがゆらゆらして晴れてゆき、 （山が太陽の光で）輝き始める。あるいは、山の雲気がさかんに立ちあがり、曙の色でおおいかくす。峯はさ のぼる朝日に照らされて、自然の清らかな美しさが高々とあら れ、風は渓谷からわきあがる雲を散らし、林の中のさつきはさわやかに咲い いる。　
さらに遙かな峯がやわらかな藍色に刷かれ、遠い山の頂きはたちまちしっとりとした緑色になるのが見える。幻





































だから詩には、 「たちまちに道ばたの楊柳を見る」思いとある。また霧 切り 煙を横たえ、ほのかに多くあるか
のように見え、風に傾いて雨をさえぎり、長い堤を瀟洒なものにする。新緑や日陰の中 姿を愛好すれば、ついには愁いを生み、恨みを発する。風流の情趣は とごと 楼の中に入り、春の色彩があわただしく、わたしの衣のたもとに授けられる。　




点々と酒屋の看板の旗と共 ゆったりと飛び上がり、と れとぎれに燕や鶯を追って飛び舞う。 （そして）泥に汚れ水に流れる。　
これをどうしてただ詩の題材だけにしておくことができようか。目に見える形 あるものが幻影であることを知





















その六つは、 花の季節がまさにさかり 過ぎようとするころだ。残りの が散り落ち、 枝を離れようとしてまだ落

































































声で歌う。川の水音が渓谷に響き、清らかで涼しくわだかまりのないさっぱりとした気持ちになって、世間で 今何月なのかわからなくなる （夏で あるが） わた の葛を織った ら 服では う秋のような寒さには耐えられない。　
はじめてここに入ればからだが涼しくなり、さらに入れば心が涼しくなり、深く入れば毛も骨も涼しくなる。俗






































湖や山にひとしきり降る雨、 夕陽に照らされて燃えるような雲。山 もやがさかんにわき上がり、 林はみどりの水













ことを快しとして、その婦 呼んで鳴く声 「ぽーぽー」と聞こえる。雲は残った雨を含み なおいくつかの雨粒をゆらゆらと落 す。西の壁には月の影が映り その影は湖面の波にも落ちて揺れただよう。　
四方の山は静寂として、どっしりと坐る人の心も閑かであり、にわかに晩鐘を聞けばいっぺんに俗耳が清らかに

























































上） 。孤山―西湖の中にある島。宋代に林逋がかくれ住んだ所。梅花の名所。林逋ゆかりの放鶴亭などがある。 『夢尋』 巻三「孤山」参照。逋老人―北宋の詩人林逋、諡は和靖（九六七～一〇二八） 。孤山に住み、生涯仕えなかった。孫中貴―万暦の頃の司礼太監である孫東瀛
えい
のこと。巨費を投じて西湖の名勝を補修した。中貴は宦官のこと。玄圃―崑崙山の上にあるとい


































南北に縦断する長大なもの 「蘇堤春暁」は西湖十景の一つ。 『夢尋』巻三「蘇公堤」参照。跨虹橋―蘇堤にかか 六つの石橋のうちの第六橋。もっとも北にあり、西湖十景の一つ「曲院風荷」や孤山にも近 。詩には…―王昌齢の「閨怨」 題する七言絶句「閨中少婦不知愁、春日凝粧上翠楼、忽見陌頭楊柳色、悔教夫婿覓封侯」 （ 『唐詩訓解』巻七）の一句。踊る足のように…―原文は「三眠舞足」 ある。三眠柳とは漢の園中にあった柳で、人の形 似て、一日 三度倒れ三度起きるという（ 『事文類聚後集』二三） 。*10　
蘇堤―注９参照。現在も柳や桃が植えられているという。風神―原文「封家姨」 （ 『合璧事類』参照） 。巫山の雲雨―楚の
懐王が昼寝をして巫山の神女に遇った夢を見た故事（宋玉「高唐賦」 、 『文選』巻四所収） 。これより男女の情事をいう。*11　
西冷橋―『遊覧志』巻二に「一名西林橋、又名西陵橋、従此可往北山者」とあり、孤山と対岸を結ぶ橋。 『夢尋』巻一「西





















という尼寺になっているという。三生石も現存する。僧円沢―唐代の洛陽恵林寺の僧侶 寺に寄寓する李源に転生の奇瑞をみせる。その舞台とな のが、西湖の下天竺寺 生石の由来で、蘇軾 『僧円沢伝』に詳しい（ 『東坡全集』三九所収） 。*16　
飛来洞―西湖の西にある飛来峯の洞穴であろう。張岱『夢尋』巻二「飛来峯 所引の袁宏道「飛来峯小記」には「前後大






















たが宰相の秦檜に讒せられて獄死した。死後、鄂王と追封される。 『遊覧志』巻九・ 『夢尋』巻一「岳王墳」参照。中山の久渇―中山の狄希が、飲めば千日酔える酒を造ったという噂を聞いて、酒好きの玄名石がそれをこいねがったという故事 （二十巻本『捜神記』巻一九）をふまえるのであろう。その中を穴が通り…―周茂叔「愛蓮説」に、蓮について 中通外直」とする（ 『古文真宝 上） 。*22　
空亭―誰もいないあずまや。両湖―西湖は蘇堤 より、西湖と西裏湖に二分されており、この二つを指すか。秋鴻出塞―
古琴曲「秋鴻」の一部か。明代の『神奇秘譜』に見えるという。飛翔する秋鴻 託して、身の不遇と高邁な心を表現するいう。石上流泉―元 陶宗儀の『琴曲譜録』にこの曲名が見える。山水 精妙を表現するという。広寒遊―曲名。広寒とは月宮殿のこと。山居の吟―琴曲名 南宋の毛敏仲の作。山居する隠士を表現するという。 『神奇秘譜 所収。楚些曲―些は『楚辞』の招魂の句尾に用いられる語助詞。梅花―「梅花引」という曲名がある。陶淵明―東晋の詩人。字を元亮、おくり名を靖節と 酒に酔うと絃のない琴を撫でていたこと 、 『宋書』 「列伝」五三にある。鐘子期―春秋時代の の人 その死後、琴の名手伯牙は自分の琴 音を知ってくれた唯一の人であ 彼 死を嘆き 弦を断ってふたたび琴を弾じなかったという故事（ 『呂氏春秋』 「本味」 ） ある 絶響―嵆康が刑死す 時、琴 弾じて、名曲広陵散も今は絶えるだろうと言った故事。*23　
解脱―束縛から離れて自由になること。苦悩から解放されて絶対自由の境地に達す こと。
*24　
栴檀―香木の名。白檀の異称。麝香―ジャコウジカの麝香嚢から製した黒褐色の粉末で、芳香が甚だ強く、
薫たき
物もの
に用い、
薬料としても使う 笙
しょう
簧こう
―笙の笛の舌。
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